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セラノスティクス治験に関する意見交換会を

開催しました 
2026.08.03 

現場の知見を持ち寄り、よりよい治験のかたちを考える 2 時間 

── 参加者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

── 現場のリアルを、率直に語り合う 

マイクロン大阪支社にて、「セラノスティクス治験に関する意見交換会」を開催しました。当日は、金沢大

学の絹谷清剛先生、大阪大学の渡部直史先生、京都大学の志水陽一先生をお迎えし、治験の現状と課題につ

いて、さまざまな角度から意見を交わしました。 

話題となったのは、院内製造施設や RI 治療病室の整備・運用、人材育成、放射線管理、施設立ち上げ時の

院内調整など、放射性医薬品治験を進めるうえで欠かせない実務上のテーマです。RI 規制の運用上の課題

合理化の可能性、医師主導治験の推進、治験実施施設と CRO の連携についても、それぞれの経験をもとに

率直な意見が寄せられました。 

開催概要 

日時  2026 年 7 月 24 日（金） 17:00～19:00 

テーマ セラノスティクス治験に関する意見交換会 

参加者 絹谷 清剛 先生、渡部 直史 先生、志水 陽一 先生、岡本 武人 

志水 陽一 先生 

 

絹谷 清剛 先生 渡部 直史 先生 岡本 武人 

マイクロン 京都大学 大阪大学 金沢大学 
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── 円滑な治験実施に向けた共通認識を形成 

ディスカッションを通して見えてきたのは、円滑な治

験実施に向けた事前準備、関係部門との連携、そして

専門人材の確保・育成の重要性です。立場や専門領域

を越えて知見を共有することで、セラノスティクスの

臨床開発に向けた課題と、これからの方向性を考える

大変有意義な時間となりました。     

ご多忙のなかご参加いただき、貴重な知見を共有して

くださった先生方に、改めて心より御礼申し上げま

す。マイクロンは、今回得られた学びを今後の支援に

生かし、医療現場に寄り添いながら、セラノスティク

ス治験の推進と課題解決に取り組んでいきます。 

 

株式会社マイクロン 会社概要 

代表取締役社⾧ 鈴木 宏昌 

所在地 東京都港区港南二丁目 13 番 40 号 

設立年月日 2005 年 10 月 3 日 

事業内容  イメージング技術を活用した医薬品、診断薬、医療機器、バイオマーカーの開発

支援 

 臨床開発支援（モニタリング、品質管理、イメージング・コアラボ業務、画像解

析、読影支援等） 

 PET 薬剤の治験薬 GMP 製造支援 

 臨床開発に係るコンサルティング 

URL https://microncro.com/ 

 

本イベントレポートに関するお問い合わせは、お問い合わせフォームよりご連絡ください 

株式会社マイクロン セラノスティクスグループ 

 

 

 

https://microncro.com/contact/

